


2020年9月1日付けで副院長を拝命いたしました。
これまで肝胆膵内科を専門とし診療を行ってまいり
ましたが、2018年4月に当院へ赴任後は、専門分
野のみならず、DMAT（Disaster Medical Assistance 
Team）活動や感染対策などにも従事させていただき、
臨床の幅を広げることができました。特に2020年は
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流
行により、当院でも診療体制の大幅な見直しを余儀
なくされました。流行当初は試行錯誤の対応でした
が、職員の皆様の多大なるご尽力により、COVID-19
感染防止を目的とした組織体制を構築することがで
きました。また、坂田会長をはじめ朝倉医師会会員

の先生方のご協力により、紹介型発熱外来を開設することもできました。
この場を借りて、関係者の皆様に心より御礼申し上げます。
現在、当院では通常の感染対策に加えて、入院時に全ての患者さんに
SARS-CoV-2抗原定量検査を実施しております。この抗原定量検査は以
前より院内に設置している全自動化学発光酵素免疫測定システム（ルミ
パルス G1200 Plus）を用いたもので、1時間以内に結果が判明し簡易
な定性法の40倍の精度があり、LAMP法による核酸増幅検査に匹敵する
ものです。安心して入院診療を行える環境を整えておりますので、今後と
も多くの患者さんのご紹介をお願い致します。
コロナ禍で病院経営も厳しい昨今ですが、当院では8月に病棟再編を
行い、急性期病棟を240床から204床へ減らし、地域包括ケア病棟を40
床から51床に増やして合計病床数を275床とし、地域の実情に合わせた
診療体制に整えました。現在、具体的なアクションプランに沿って、職員
が一丸となって更なる経営の健全化に向けて取り組んでおります。一方
で、職員のワーク・ライフ・バランスは一つの課題です。全職員が朝倉医
師会病院で働き続けたいと思えることが最も大切なことであり、その環境
作りにも取り組んでいきたいところです。結果として地域の皆様から信頼さ
れ愛される病院になり得ると考えております。
今後は病院執行部の一員として力を尽くしていく所存ですので、引き続き、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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看護師です。自分が感染するのではないか、自分がクラスターの
原因とならないかという不安の中患者対応にあたっています。
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注が可能となり委託を開始しております。さらに７月より院内で抗原定性検査(エスプライン)
を、８月からは抗原定量検査に移行し救急および入院時に検査しています。同時に入院患
者の鼻咽頭ぬぐい液の採取を臨床検査技師も対応する事としました。
当院は、免疫検査を富士レビオ社製全自動化学発光酵素免疫測定システムルミパル
ス®G1200で実施しておりました。令和2年6月25日厚生労働省より新型コロナウイルス
抗原検出用キットである「ルミパルスSARS CoV 2Ag」の取り扱いに関する通達を経て、
迅速な院内検査のチャンスと考え、導入の準備を始め、8月21日より抗原定量検査を開始
しています。本検査は、新型コロナウイルス感染症病原体検査の指針（第１版）で特異度も
高く感度もLAMP法等の簡易な遺伝子検査法と同じレベルであるとされており、また、検体
採取後ただちに不活化させることで、安全キャビネットを使用せず、検査者等への感染リス
クが軽減されるメリットがあります。TAT(turn around time:検査室に検体が到着してか
ら結果報告までの時間）は、４５分前後です。1pg/mL以上10pg/mL未満の測定結果
が得られた場合は、判定保留とし必要に応じPCR検査を追加検査し総合的に診断してい
ます。
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2020年9月1日付けで副院長を拝命いたしました。
これまで肝胆膵内科を専門とし診療を行ってまいり
ましたが、2018年4月に当院へ赴任後は、専門分
野のみならず、DMAT（Disaster Medical Assistance 
Team）活動や感染対策などにも従事させていただき、
臨床の幅を広げることができました。特に2020年は
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流
行により、当院でも診療体制の大幅な見直しを余儀
なくされました。流行当初は試行錯誤の対応でした
が、職員の皆様の多大なるご尽力により、COVID-19
感染防止を目的とした組織体制を構築することがで
きました。また、坂田会長をはじめ朝倉医師会会員

の先生方のご協力により、紹介型発熱外来を開設することもできました。
この場を借りて、関係者の皆様に心より御礼申し上げます。
現在、当院では通常の感染対策に加えて、入院時に全ての患者さんに
SARS-CoV-2抗原定量検査を実施しております。この抗原定量検査は以
前より院内に設置している全自動化学発光酵素免疫測定システム（ルミ
パルス G1200 Plus）を用いたもので、1時間以内に結果が判明し簡易

な定性法の40倍の精度があり、LAMP法による核酸増幅検査に匹敵する
ものです。安心して入院診療を行える環境を整えておりますので、今後と
も多くの患者さんのご紹介をお願い致します。
コロナ禍で病院経営も厳しい昨今ですが、当院では8月に病棟再編を
行い、急性期病棟を240床から204床へ減らし、地域包括ケア病棟を40
床から51床に増やして合計病床数を275床とし、地域の実情に合わせた
診療体制に整えました。現在、具体的なアクションプランに沿って、職員
が一丸となって更なる経営の健全化に向けて取り組んでおります。一方
で、職員のワーク・ライフ・バランスは一つの課題です。全職員が朝倉医
師会病院で働き続けたいと思えることが最も大切なことであり、その環境
作りにも取り組んでいきたいところです。結果として地域の皆様から信頼さ
れ愛される病院になり得ると考えております。
今後は病院執行部の一員として力を尽くしていく所存ですので、引き続き、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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